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　電気けいれん療法（electroconvulsive therapy：ECT）は
治療抵抗性の精神障害に対し広く用いられており，精神科
身体療法の切り札的な治療法として位置付けられている．
ECT の歴史は 1938 年の Cerletti らの報告に始まるが1，近
年作用機序についても徐々に明らかとなってきており，セ
ロトニン，ノルアドレナリン，Gamma-Amino Butyric Acid
などの様々な神経伝達物質系に影響を与えると報告され2，
ドパミンの放出が増加すること3 や，前部帯状回のドパミン
D2 受容体を低下させること4 などから特にドパミン神経系
との関連が指摘されている．われわれが研究に用いている
陽電子放出断層撮影（PET）は，これらの神経伝達物質の
脳内動態を可視化・定量化できる検査である．われわれは，
シナプス間隙でのドパミンクリアランスにドパミントラン
スポーター（DAT）が重要な役割を果たしていることか
ら，「ECT の治療効果には DAT の変化をもたらす作用が
重要である」と考えている．

　われわれが，うつ病患者の ECT 前後の DAT 結合能の変
化を調べた PET 研究の結果を示す（図 1）．ECT によりす
べての症例で精神症状は改善し，線条体の DAT 結合能は
治療終了時に平均 13.1％減少し，その程度は回数依存性で
あった（図 2）5）．
　ECT は薬剤抵抗性の症例に対しても有効であるが，改善
を維持することが困難で，症状の再発をしばしば認める．
現在，経時的な DAT 結合能の変化など，再発にいたるメ
カニズムの解明研究について取り組んでいる．

図 1　case1 の ECT 前後での PET 画像．ECT 前に比べて
ECT 後では線条体部の結合能が低下していることがわか
る．
図 2　本調査での結果．すべての症例において DAT の結
合脳低下が認められ，その低下は ECT の試行回数に依存
的であった．５）の図を一部改変．
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回数依存性にDAT結合能が低下DAT結合能の平均変化率：13.1±5.6％
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